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1．スクミリンゴガイとは 

 スクミリンゴガイ Pomacea spp. は南米原産の淡水性巻貝であり、これまで

にアジア地域において、日本を含む 11 か国で侵入・定着が確認されている（1）。

水草や農作物を食害することから、世界の侵略的外来種ワースト 100 に選定さ

れ（Global Invasive Species Database, 2020）、国内でも重点対策外来種に指定さ

れている(環境省自然環境局)。雑食性で知られる本種は、飼育下において淡水

貝類の成体や卵、両生類の卵などを捕食することが報告されており（2-6）、移

入先の生物群集に対して悪影響を及ぼす可能性が指摘されている。さらに、温

暖化の進行により越冬可能地域が拡大しており（7）、今後さらなる分布の拡大

が懸念される。しかしながら、野外環境において本種が動物群集への影響を定

量的に評価した事例はこれまで報告されていない。 

 

2．本研究の目的と手法 

 本研究では、野外環境におけるスクミリンゴガイが水田環境を利用する生物

に与える影響を明らかにすることを目的とし、特に多様な種が生息する淡水貝

類群集に着目して影響評価を行った。調査は、スクミリンゴガイが広域に定着

している大阪府を対象として、2021 年 5 月から 2022 年 9 月にかけて計 277 地

点の水田における淡水貝類の種構成を調査した。 

 

3．結果とその考察 

 本調査では、大阪府初記録 2 種を含む 8 科 17 亜種の淡水貝類が採集された

（8-10）。種構成を解析したところ、スクミリンゴガイの生息が確認された地点

では、不在の地点に比べて在来淡水貝類の種数が少なかった。さらに産仔様式

ごとに解析したところ、この傾向は卵生種で傾向が強くみられた。この結果は

スクミリンゴガイが在来種、特に卵生種に負の影響を及ぼすこと示唆する。今

後、スクミリンゴガイが淡水貝類を減少させるメカニズムの解明が求められる。 
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